
1
1	 Kakadu 

National  
Park ウォー
ターホール

Kakaduでの 
水辺の安全
Kakaduの河川や天然プールは壮観です
が、泳ぐ人にとっては危険な場所でもあり
ます。
河川のなかには鉄砲水や急流の影響を受けやすい所があり、
多くの河川にはワニが生息しています。ワニは通常、水面
下に潜んで獲物を探し、膝ほどの深さの水でも襲ってくる
可能性があるため、水中を歩くだけでも危険です。この魅
力あふれるワンダーランドを安全かつ安心して楽しむため
に、Kakaduを訪れる人は、以下の警告に注意を払い従うよ
うお願いします。

詳しい情報や旅行の計画については、以下をご覧下さい。

kakadu.gov.au

•  �Kakaduの河川や天然プー
ルで泳ぐのは危険です。 

•  �公園内の全ての安全のた
めの警告標識を守ってく
ださい。

•  �常に周囲の状況に注意を
払ってください。

•  �水辺から安全な距離を保
ってください。 

•  �鉄砲水が発生し、危険な
急流が発生することがあ
るので、天候の変化に注
意してください。

•  �滝やロックプールの周辺
を歩く時は、非常に滑り
やすいので注意してくだ
さい。

•  �水面下の岩や樹木の一部
は、重大な危険をもたら
す可能性があるので、注
意してください。 

•  �ロックプールの水は非常
に冷たく、特に暑い日に

はショックを引き起こす
可能性があるので、注意
してください。

•  �歩く時は、救急箱と常に
十分な量の水を携帯して
ください。

•  �誰かが助けを必要として
いる場合に備えて、緊急
通報装置の場所を控えて
おいてください。

•  �Kakaduで最も安全に泳げ
る場所は、公共のプール
かホテルのプールです。
決して一人では泳がない

でください。

ウォーク 水辺



Kakaduでのワニ
に関する安全
Estuarine (saltwater) crocodiles は、世界最
大の爬虫類であり、オーストラリア最大の
海水及び淡水の捕食動物です。じっと動か
ずにカモフラージュして身を隠し、稲妻のよ
うな反射神経で獲物を仕留めます。

ワニの種類
AustraliaとKakaduには、2種類のワニが生息していま
す。estuarine (saltwater) crocodile, Crocodylus porosus
そして freshwater crocodile, Crocodylus johnstoniで
す。Freshwater crocodile は、Australia 北部にしか生息し
ていません。

キャンプ
•   �キャンプは、最高水位標から少なくとも２メートル上、

水際から少なくとも５０メートル離れた場所で行ってく
ださい

•   �生ゴミや魚の内臓を水中やキャンプ場、ボート乗り場周辺
に絶対に捨てないでください

•   �水は持参してください。どの河川からも安全な水は採取で
きません

•   �水際に近づかないでください。子供とペットには特に危
険です

 �ワニに注意。ワニの警告標識に従ってください。

詳細は、こちらへご連絡ください  
Bowali Visitor Centre, Kakadu National Park, 
GPO Box 3090, Canberra ACT 2601, Australia
電話：08 8938 1120   •   KakaduNP@dcceew.gov.au
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共有しましょう。 
あなたの  
KAKADU  

アドベンチャーを！

水泳
最も安全に泳げる場所

は、Jabiru の公共プールと

リゾートやホテルのプール

です。Kakadu の河川で泳

ぐことはお勧めしません。

1	 Estuarine 
(saltwater)  
crocodile.

2	 Kakadu Park 
のワニの管理
標識。

公園内では、ワニの襲
撃による悲惨な死亡や
負傷事故が発生してい
ます。 安全のために、
全てのワニ警告標識を
読み、それに従ってく
ださい。
Bill Neidjie Bunitj 族

釣りとボート遊び
•   �釣りやボート遊びの際

は注意を怠らないでく
ださい 

•   �川岸で釣りをする際は、
水際から５メートル離れ
てください。目の前に岩
などの障害物がある所で
釣りをしましょう。

•   �水上や水際、ボート乗り
場の近くでは、魚をさば
かないでください

•   ��水上や沿岸では、決して
身を乗り出したり、体の
一部がボートの縁からは
み出さないようにしくだ
さい。ワニはボートの中
の人に襲いかかり、うば
い去ることがあります。
ボートが小さければ小さ
いほど、その危険性は高
くなります。
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